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(1) a. 太郎が皿を割った。     (対格の「を」) 
b. 太郎が公園を歩いた。    (移動格の「を」) 













(3) a. 吹雪の中を山小屋を探した。 
b. 伝玄墨汁の読経が続く中を乗組員たちが順に席を立って焼香しはじめた。  
                              『虚航船団 1992』 
(4) a. 二人がそれを手帳に写しとろうとするのを、じれったそうに手をふって、
  「いいんだよ、それは持ってお行き。こっちにや住所の控えはあるから」  




               『ベートーヴェン32のソナタと演奏家たち 2003』 




  ⅰ) a. *太郎は友人の制止の中を次郎を殴った。  
b. 太郎は友人の制止の中を次郎に殴りかかった。              (杉本 1993) 





























(7) 社長退陣の怒号が響く中を、社長は練習通りに演説した。  
         <逆境>        <移動・対抗動作性>      (天野 2011) 
 





























                                                          
3 天野(2011)は、ⅰ)のように、出来事の実現を阻む逆境の意味がないと、状況の「を」句文は成り
立ちにくいと指摘している。  
  ⅰ) ?桜が舞い散る中を、社長は練習通りに演説した。             (天野 2011) 
また、次の文のように、「を」句に<逆境>という意味がなく、(狭義)移動動詞と共起する場合は、
状況の「を」句文ではなく、移動空間「を」句文の一種と位置付けられている。  
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   って、「いいんだよ、それは持ってお行き。こっちにや住所の控えはあ











   ところを、七番めに生まれたということで「七郎」とつけられました。  
                                                          
6 森田・松木(1989)では、文末の「ところだ」について、「「しようとするところだ」「するとこ
ろだ」「しているところだ」「していたところだ」「したところだ」等の形で、実現しなかった事
柄の予測や反実仮想を示す(森田・松木 1989:259)」と記述されている。  




















3 構造的な位置づけによる格助詞「を」の性質の希薄化ついて  
 格助詞「を」の大きな性質としては、動詞句内の要素であることが取り上げられる。
2.2で述べた(10)の例のように、「中を」形式は、A類従属節の中に納まるかといった





 ⅰ) 雨の中をグラウンドを走った。  「空間的状況」 
 ⅱ) 寒さの中を15分間立っていた。  「時間的状況」  
8 本稿におけるノヲ①とは、天野(2011)で指摘した「AガBヲ遮る」型文の他動的な意味に基づいて、
「対象」としての機能を持つものであると考えられる。 
 ⅰ) 伸子が「いえ、私は―」と断ろうとするのを、柳は構わずにグラスを満たした。「ノヲ①」  

















   「いいんだよ、それは持ってお行き。こっちにや住所の控えはあるから」














   界中がみなシャドウマスク方式だったのを、うちだけはクロマトロン方式













































ロマトロン方式をとったのです。                         [ノヲ②] 




(17) a. その日も、アドリアーナが /の送ってきてくれたのを、まだ時間があるか
   ら、このザッテレの河岸を散歩しようとすることになったのだった。  
b. アドリアーナが/??の送ってきてくれたので、夜道が怖くなかった。 
(18) a. ?多くの実験員が、結果が出ずやめようとするのや、時間がなくてあきら
   めようとするのを、室長は最後まで目標を捨てなかった。 
b. ??地域の民謡サークルになじめなかったのや、学校の音楽が嫌いだったの
に、オペラに出会って突然音楽の神様が降りてきた。    
(19) a. 体調が悪いからと固辞するのをさえ/も、社長は無理矢理グラスを満たし
    た。とにかく酒を強要する人なのだ。 
b. *体調が悪いからと固辞するのでさえ/も、社長はグラスを満たさなかった。  








   としている。                                         [ノヲ①] 
b. 彼{が/*の}弁護士事務所で働いているのを、契約の専門職にとアスレチッ
クスにさそわれ、四十代初めでGMになった。           [ノヲ②] 
c. たとえば、ソニーがはじめてテレビに取り組んだとき、ソニー以外は世
界中{が/*の}みなシャドウマスク方式だったのを、うちだけはクロマトロ
ン方式をとったのです。                    [ノヲ②] 
(21) a. ?多くの実験員が、結果が出ずやめようとするのや、時間がなくてあきら
   めようとするのを、室長は最後まで目標を捨てなかった。 (天野 2012) 
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                        [ノヲ②] 
c. *日本ではあまり個人の意見を言わないように指導しているのや、中国で
もみんなの意見を重視しているのを、欧米では自分の意見を積極的に述べ
るように教育している。                    [ノヲ②] 
(22) a. 体調が悪いからと固辞するのを{さえ/も}、社長は無理矢理グラスを満た
した。とにかく酒を強要する人なのだ。     (天野 2012 ) [ノヲ①] 
b. *これまでロシア経由であったのを{さえ/も}、今回の旅では初めてウィー
ンを経由(往途、帰途とも宿泊)することになった。       [ノヲ②] 
c. *実際の鶴ヶ岡城は平城であったのを{さえ/も}、五層の天守閣と立派にな












(23) a. 鐘の音{が/の}響く中を公園を歩いた。           [ナカヲ①] 
b. 二人の女性{が/?の}感心して見つめる中を、ジョシュアは三皿も平らげて
から椅子に反り返った。                 [ナカヲ②] 
(24) a. 太郎はいつも雨の中や、吹雪の中を公園を走った。        [ナカヲ①] 
b. ??観衆の声援の中や、国歌が流れている中を、涙を流しながら (感動して)
メダルに見入った。                    [ナカヲ②] 
(25) a. 桜吹雪きの中を{さえ/も}公園を歩きたくなかった。      [ナカヲ①] 
b. *桜吹雪きの中を{さえ/も}、桜の花びらを(ゆっくりと)眺めたくなかった。
                              [ナカヲ②] 
 
































                                                          
10 大島(2010)では、「Sの」形式を「ノ型補文」と呼んでいる。本稿の「のを」節も「Sの」形式
として捉えられている。  




   … 
b. 二人がそれを手帳に写しとろうとするのだ。 
(28) a. ソニー以外は世界中がみなシャドウマスク方式だったのを、うちだけは




























手の心的態度を表すもの(野田 1997:104)」と定義している。  










   祖父母が一緒に口ずさんでいるうち，いつか，生活責任者・保育者とし













(33) a. 私はドイツ語もできるが、中国語もできる。 


























   祖父母が一緒に口ずさんでいるうち，いつか，生活責任者・保育者とし
   ての心情も移しこめるようになったのだと思うのです。  
b. *はじめは幼児が単に明るい空を望んで口にした言葉だったのを… 
(37) a. 『暗殺の年輪』で紹介されているところを引用すると……中略……実際 
  の鶴ヶ岡城は平城であったのを、五層の天守閣と立派になっている。 





































ナカヲ① 動詞句内  残存   



















                                                          
13 この項目で捉えている動詞句の範囲は、天野(2011)で捉えた「のを」節と後続節における他動関
係により、構成される臨時的な他動詞「遮る」で構成される動詞句である。  















(40)        格助詞               複合助詞化 
  「を」の性質 強                        弱 
          ナカヲ① ノヲ① ナカヲ② ノヲ② 接続トコロヲ 
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On a degree of the weakening in property of 
case particle “o”: 




 This paper discusses a degree of the weakening in property of case particle “o” that 
connected “naka”, ”no”, “tokoro.” This “o” departed form case particle “o”, because it is 
not connected verbs in argument relation. In these Forms, We may say that there are those 
that leave the property of case particle and are those that weaken its property according to its 
grammatical behavior, and there is a degree of the weakening in property of case particle “o”. 
In order to grasp the weakening of property of case particle “o” in each form, We discuss ①
structural position, ②a degree of nounal loss, ③existence of sentential property in the forms 
of “naka-o,” “no-o,” “tokoro-o.” 
 
